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夏休みなどの連休には、海外へ渡航される方も多いと思います。海外では、
日本で発生していない感染症がたくさんあります。事前に渡航先の感染症発
生状況に関する最新の情報を入手し、予防対策の確認や必要な予防接種の検
討など、適切な感染予防を心がけましょう

★相模原市感染症情報センターでは、毎週感染症に関する情報を掲載しています

海外での感染症予防のポイント
海外で感染症にかからないために、感染症予防に対する正しい知識と方法を身に付

ければ、感染リスクを大幅に減らせます。

● 最も感染の可能性が高いのは、食べ物や水を介した消化器系の感染症です。

● 日本で発生していない、動物や蚊・マダニなどが媒介する病気が海外では
流行していることがあり、注意が必要です。

● ヒトからヒトに広がる感染力の強い麻しん（はしか）、風しん及びポリオ
は、日本での患者は減少傾向又は発生していないものの、海外では感染す
ることがあり注意が必要です。

海外で感染症にかからないために

1.渡航先の最新の感染情報を確認しましょう
2.予防接種の確認をしましょう

下記サイトなどで渡航先の感染症の発生
状況に関する最新の情報や注意事項を確認
しましょう。
・FORTH厚生労働省検疫所のHP
・外務省の海外安全HP

海外渡航前に、これまで受けた予防
接種について確認しましょう。
また、渡航先で推奨される予防

接種を確認し、まだ受けていない
ものがあれば、医師に相談する等
適切な感染予防を心がけましょう。

帰国時

検疫所で健康相談を受け付けています。具合が悪かった
り、体調に不安がある場合や渡航先での出来事で健康上心
配な事があったら、相談するようにしましょう。

帰国後

感染症には潜伏期間があり、数日から3週間以上と長いも
のもあります。帰国直後に症状がなくても、しばらくして
から具合が悪くなることがあります。

いずれかの症状が見られたら、医療機関を受診しましょう。
※事前に、電話で海外渡航歴があることを伝えてください。
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